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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
【スクリプト】
こちらが皆様の生活習慣の傾向となります。
表の見方を説明しますと、まず左側縦列に生活習慣7項目が並んでおり、また、上側横列に無関心期から5段階が並んでおります。
5段階を簡単にご説明すると、無関心期とは6か月以内には始める意思がないとの記載があるように、「私には関係ない」といった層となります。
また、次の関心期では「少し興味を持ち始めた」といった層、準備期に関しては1カ月以内に始めたいとあるように「もう間もなく、始めたい」といった層となります。
また、行動期以降は色が赤系から青系に変わっており、青系の層はすでにちゃんとした健康行動が出来ている層となり、
行動期は「始めて間もない方」、そして維持期は良い健康行動が定着した方となります。
今後、この健康経営を進めていく中で、皆様の意識、行動がどう変わるかを見ていくこととなります。
では御社の傾向がどうなのかといった部分についてポイントを見ていきたいと思います。
【例】
まず一番出来ている部分は禁煙となります。喫煙経験なしと維持期を含め９１％の方が出来ている方、
そして、無関心期も９％と低く、いずれも弊社の約4,500社のアンケート平均よりもスコアが格段に良い項目となります。
また、運動以外の6項目において同様に、平均よりスコアがよく、健康づくりへの意識、行動が出来ている企業様といえます。
7項目中において唯一の課題は運動となります。維持期に関してはアンケート平均よりスコアが下回っております。
また、運動に関しては関心期、準備期など「これから始めたい」層も多く、会社として取り組みたい、お勧めのテーマとなります。

【ポイント】
アンケートの全体の傾向を話す
無関心期から維持期についての定義と意識と行動のレベルを見える化するという点をお伝えすること
経年で見たときに、ブルーの領域が増えることが健康増進がうまくいっている一つの証になること
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